
【補助事業概要の広報資料】 

補助事業番号 22-23 

補助事業名 平成22 年度 貿易手続への電子商取引導入のための調査研究等 

補助事業 

補助事業者名 財団法人 日本貿易関係手続簡易化協会 

 

１．補助事業の概要 

（１）事業の目的 

貿易手続を含む国際物流における諸手続の簡素化・効率化への対応と、IT 活用

を図ることによって貿易への容易な参加を可能とする環境の構築のための調査研

究を行い、中小企業の事業展開の高度化を推進し、もって機械工業の振興に寄与す

る。 

 

（２）実施内容 

平成19 年度に開始した本事業で行ったこれまで4 年間の調査研究を総括する

ことを念頭に、我が国企業のビジネスモデルのパラダイムシフト、EDI による商

流と金流の連携による中小企業も含めた日本企業の国際競争力強化の方向性、それ

を実現していく上で、踏まえるべき世界の電子政府政策および電子商取引政策の最

新動向などの調査研究を行い、年度中に開催した7 回の委員会の成果と提言を報告

書に纏めた。 

平成22年度を含め、これまでの委員会の活動の成果については、財団法人 日本 

貿易関係手続簡易化協会の以下のホームページをご参照ください。 

http://www.jastpro.org/committee/xmledi.html 

 

２．予想される事業実施効果 

近年の、百花斉放の如き、技術革新とその市場競争の結果として、20 年前に

は想像も出来なかった新しいビジネス環境が創造されてきているが、それは同

時にUN/EDIFACTが目指し実現させたEDI （電子データ交換）の相互運用性

が喪われ 、XML/EDI の普及を阻む元凶の一つとなってしまったというパラド

ックス
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http://www.jastpro.org/committee/xmledi.html


べきであるとしている。具体的には、早急に業界横断EDI による国内ビジネス

インフラの整備を確立し、それを国際標準組織に持ち込み、我が国産業の総合

力に対する理解をベースに日本のニーズを充足する標準の開発・採択を図り、

国内標準がガラパゴス化し、その結果として企業の国際競争力の低下を招く事

を防ぐべきであるという見地を含め４つの提言を行った。今後これらの提言を

踏まえ中小企業を含めた我が国企業の国際競争力の強化・向上に向けて建設的

な論議が我が国で進められて行くと信じる。 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

   「平成22 年度貿易手続へのXML/EDI 導入調査研究特別委員会報告書」 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



４． 事業内容についての問合せ先 

団 体 名： 財団法人 日本貿易関係手続簡易化協会 

（ニホンボウエキカンケイテツヅキカンイカキョウカイ） 

住 所： 104-0032 

東京都中央区八丁堀２－29－11 八重洲第五長岡ビル４階 

代 表 者： 理事長 槍田 松瑩（ウツダ ショウエイ） 

担当部署： 業務第三部 

担当者名： 部長 平井一海（ヒライ カズミ） 

電話番号： 03-3555-6084 

Ｆ Ａ Ｘ： 03-3555-6032 

E - mail：  k-hirai@jastpro.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.jastpro.org/ 
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